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	（１）大量絶滅の研究
	顕生代には、何度かの大量絶滅を引き起こした海洋環境変動が報告されており、それらは、大規模な火成活動、隕石衝突、大気・海洋表層における酸素濃度の急激な低下などが原因と考えられています。これらの環境変動は、堆積岩中にイジェクタ層や黒色頁岩層 (図1) といった特徴的なイベント堆積物として記録されており、それらを詳しく調べることにより、どのような環境変動が大量絶滅を引き起こしたかを知ることができます。本研究分野では、放散虫 (図2）やコノドントといった微化石と、堆積学・地球化学的な手法を利用して、堆積岩...
	（２）堆積岩中の地球外物質に関する研究
	（３）失われた海洋底の環境記録
	（４）現在進行形の地層形成記録

